
ロシア：TEPK、クズィル～クルガノ鉄道支線、この夏建設開始へ 

現地報道によれば、Tuva Energy & Industrial Corporation（TEPK）のバイサーロフ会

長は、クズィル～クルガノ鉄道支線建設の資金手当てに関して、現在ロシア政府、対外経済

銀行、Sberbank と協議中であるとした。TEPK の提案によれば、総額 2 億 RUB を超える

とされる費用について、25%は TEPK 及び他関連会社の自己資金、35%は銀行借り入れ、40%

は国からの出資。同会長は、国からの出資については政府次第、50%もありうる、と述べて

いる。 

資金手当て交渉の状況にかかわらず、同社は 2018 年の完工にむけて、自己資金でこの夏

に建設を開始する意向で、入札準備を行っている。年内の投資額は約 100 億 RUB とみてい

るとのこと。 

この鉄道支線は、TEPK が開発するエレゲスト炭田をシベリア鉄道につなぐもの。同社は

この他、極東ワニノ港での年間 1,500 万 t の石炭積み出しターミナル建設にも着手し、2 月

には、イタリア Bedeschi 社と設備供給及びターミナル建設（引き渡し期限 2016 年末）に関

する契約を締結した。 

 

（モスクワ 屋敷真理子） 

 

 

おことわり：本レポートの内容は、必ずしも独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構としての見解を示すもので

はありません。正確な情報をお届けするよう最大限の努力を行ってはおりますが、本レポートの内容に誤りのある可能

性もあります。本レポートに基づきとられた行動の帰結につき、独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構及びレ

ポート執筆者は何らの責めを負いかねます。なお、本資料の図表類等を引用等する場合には、独立行政法人石油天然ガ

ス・金属鉱物資源機構資料からの引用である旨を明示してくださいますようお願い申し上げます。  

 


